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研 究 主 題

伝 え合 う力 を高める指導 と評価 の工夫

1研 究主題設定 の理 由

「子 どもたちの、活字離れが進んでいる」 といわれて久 しい。平成14年8月 に発表 された

文部科学省国立教育政策研究所 の 「読書教育 に関す る調査」にお ける小中高生の読書量 の低下
および、そ こか ら派生する国語 力の低下を伝 える結果が、それを物語 っている。 また、一方で

は、パソコ ンや携帯電話の急激な普及 によ り、デ ィス プ レイに映 し出された活字 に接す る機会

は確実 に増えて いる。そ して、それは情報入手 を行 うためだけで な く、キー を押せ ぱた ちどこ

ろに文字が浮か び上が り、言葉 を操 ることが ことが容 易に行われ る。 さらには絵文字や 記号ま

でが手軽な伝達手段 と して大きな位置 を占め、心の中にあるさまざまな感情 もがそれ らの符 号

によって表 され 、 日本語の論理 的でわか りやす い表現 、繊細な表現 の理解を困難 にし、 自己表

現 も深め られ ない人の増加 につなが っていると考え られる。また、 自分 自身の手で書いた文字

で表現する機会 も、 日常生活において少な くな りつつある。そ ういった、子 どもたちを取 り巻

く言語生活の変化 は、コミュニケー シ ョンや言葉がつな ぐはずの人 と人 との関係 まで も変 えよ

うとしている。

本年度か ら、新教育課程 に基づいた新学習指導要領が示 され、教育活動がスター トした。「中

学校 学習指導要 領」の中 において も、 「伝 え合 う力 を高める」 とい う目標 を取 り上 げて いる。
「伝 え合 う力」 を 「解説 一国語編 一」では 「適切 に表 現す る能力 と正確 に理解す る能力 とを基

盤 に、人と人 との関係の中で、互 いの立場や考 えを尊 重 しなが ら言葉 によって伝 え合 う力のこ

とである」 と定 義 してい る。つ まり、 「話す こと、聞 くこと」 「書 くこと」 「読む こと」の3領

域 のバ ランスよ い育成 こそが、 「伝 え合 う力」 の育成 につながる と考え られ る。

そ のため には、 自分の考えを論理的 に話 し、相手の立場や意見 を尊重 しなが ら、聞 く態度、

目的や場面 に応 じて適 切に書 く力、それ を的確 に読み取る力の育成を国語教育 の中で重視 して
い くことが必要である。多 くの優れた文章や文学作品 に接 し、自分の表現 に生かす ことは、「言

語感 覚 を豊かに し」 「国語を適切 に表現 し、正確 に理解 する能 力」の育成 につなが る。 この能

力を 日常生活に役立て、自己 を豊 かに しなが ら円滑な人間関係を築き、さらには 日本 の伝統文

化 を尊重す る態度を育む ことは国語教育の本質 的なね らいにつながる。

評価方法 につ いて も、新 教育課程 に基づ きなが ら 「新 しい観点 をもった評価方法」を工夫 し、

研 究 を進めてい く必要性 を強 く感 じる。 「評価」は、生徒の力を伸ば し、次 の学習 に生かすべ

きものであるということを忘れてはな らない。教師による評価は もとよ り生徒の相互 評価 ・自

己評価 をよ り効果的に用 い、評価 の客観性 ・有 用性を図 りたい。

以 上の ことを踏 まえたうえで、国語教育のよ りいっそ うの充実 を図るために、本部会 では、

標記研究主題 を設定 した。
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皿 研究の構想

1基 本的な考え方

学習指導要領では 「伝 え合 う力を高める」 ことに重点 が置 かれて いる。「伝える」 ため の手

段 は 「音声」 「文章」 「文字」 な ど多 岐にわた るが、国語科 の 「伝 え合 い」 としては 「言葉 を

大切 にする」 ということが必要 ではないか と考 えた。評価 方法 と しては、学習指導要領 に示 さ

れている目標 に照 らして、教師 が評価規準 を設け、適切 にその実現の状況 を見る評価 と同時 に

生徒の学習活動の中で生徒がお互 いを高め合えるよ うな相互評価 ・自己評価をす ることが 「伝

え合 う力」を高める一助 になる と考 えた。

2研 究構想図

一

百指す空誕疎

0人 と人との関係の中で、互いの立場や考えを尊重 しながら言葉や文字によって伝え合おうとする生徒

○言葉の美しさや豊かさに目を向け、自分の心情や考えを適切な言葉で表現 し,伝 え合おうとする生徒

○学んだことを日常生活で生かし、文字を大切にし、書くことで伝 え合お うとする児童 ・生徒
昂

一

、ρ

研究主題 『伝え合 う力を高める指導 と評価 の工夫』
'し

W

第1分 科会(音 声言語班) 第2分 科会(文 字言語班) 第3分 科会(書 写 班)

副 調 べ た こ とか ら自 分 の考 え を ま と 創作活動を通して豊かな表現を学 生活に生かす書写指導と評価の工

主 め 、発表 し合 う活 動を通 し、 伝 え合 び 、 「伝 え合 う力」 を高 め る指 導 夫

題 う力を高める指導と評価の工夫 と評価の工夫

・必要な情報を選び出 し、論理 ・幅広 い表現方法を知 り、そ ・書写の学習が生活の中で生

的にまとめる活動 と発表 の し れを自己の文章に生かそ う かされることが実感で きる

仮 かたを工夫することで、伝 え とす る こ と は 、 想 像 力 ・表 活動は、文字意識を高め、

合う力は高まるであろうD 現力を養い、伝え合 う力を 豊かな文字感覚を身に付け

・聞き取った内容 を正 しく理解
高 め る で あ ろ う。 さ せ るだ ろ う 。

し、他者の発表 に対 し意見 を ・互 い の 作 品 を 読 み 合 い 、 評 ・相手 にわか りやす く書 く活

説 述べ、相互交流をする ことで 価 を伝え合う相互交流は、 動は、文字によって伝 える

伝え合う力は高 まるであろう。 自己の変容に対する意識 を 力 を 高 め る だ ろ う。

高め、主体的な書き手 とし

ての力を養うであろう。

研 ・学習指導方法の工夫 ・学習指導方法の工夫 ・学習指導方法の工夫

究 ・評価方法の工夫 (テーマ設定 ・学習資料の提 (練習方法 ・教具)

方 ・生徒の変容の確認 示、推敲活動) ・Trに よる指導方法の工夫

法 ・評価方法の工夫 ・評価方法の工夫
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3研 究の方法

「音声言語班」 「文字言語班 」 「書写班」の三分科会 に分かれ 、それぞれ 「話す こと ・聞 く

こと」 「書 くこと」の領域 と言語事項 に重点 をおいた指導方法 ・評価方法の研究 を進めた。

(1)第1分 科 会 「音 声言語 班」

「音 声言語班 」で は本研究 の推進 にあたって 「調べた ことか ら自分 の考えをまとめ、発表 し

合 う ことを通 し、伝 え合 う力を高める指導 と評価 の工夫」 という副主題 を設定 し、発表 を中心

とした授業 を展 開 した。発表 にあたって は、「文字言語」 に関す る資料 を使 って要点を抽 出 し

た発表 メモを作成 させた。それ を基 に してグループ内で発表 をし合い、相互評価 を行 った。 さ

らに、発表がよ り効果的 になる改善点 を示 し合 い、学級全体での発表会へ とつな げた。発表 を

中心 とした授業 は生徒の意欲 ・関心 を引き出す ことが大切で ある。発表 のよい所 を述べ合 う と

い う相互交流をす る ことで、 自身の発表がよ くなるという充実感は、向上心 を導 くと考 えた。

評価 については、 日常指導の中で、生徒の学習の改善 に生か され ることが重要で ある。評価

をす る ことによ り、生徒の 力を伸長させ、さらに次の学習 に生か していかな けれ ばな らな い。

そのために、指導内容 を明確 にし、評価規準 ・基準 を具体化 して、到達 目標 を明 らか に した。

自己(相 互)評 価表な どのワー クシー トを効果的に用い、到達点 を理解 させ、今後 の学習へ の

喚起 を促すよう試みた。

(2)第2分 科会 「文字言語班」

「文字言語班」では、本研究 の推進 にあたって 「創作活動 を通 して豊かな表現 を学び 『伝 え

合 う力』を高める指導 と評価 の工夫」 を副主題 とし、文章 の創作及び、相互評価 を取 り入れた

推敲活動 を通 して授業を展 開 した。創作 にあたっては、相互 評価 を行 うことを踏 まえ、共通 の

テー マを設定 した。 また、想像 力と描写力の両面か ら表現 力を高 めることを考え、題材 を決定

した。さ らに指導計画の中に、自分の伝えたい事柄や気持 ちが相手 に伝わるよう、文学作 品の

優れ た表現を学 び、それを 自分 の表現 に生かす学習活動 を組み入れ た。推敲活動では、初 稿作

成 の後、 グルー プで文章を読 み合 い、評価 ・批評を行 った。それ によ り豊かな視点、適 切な表

現 を学び、深め合 えることを考 えた。

また、生徒が記述す る原 稿用紙 を工夫 し、相互評価、推 敲 といった学習の流れや、初稿か ら

決定 稿へ改善された点 を見渡せ るよ うにした。それによ り、決定 稿の相互評価では、完 成稿の

評価 のみではな く、改善点 における工夫 を確認 し合えることを 目標 とした。最後 に自己評価 を

行 い、まとめ とした。

(3)第3分 科 会 「書写班 」(小 学校/中 学校合同研究)

「書写班」では、本研究 副主題 を 「生活 に生かす書写の指導 と評価の工夫」 とし文字 を正 し

く整 えて書 くとい う活動を通 し、 「伝え合 う力」を高める研究 に取 り組んだ。

従 来か ら指摘 されて いる硬筆 ・毛筆 の関連付 けや、書写活動 と日常書写 との関連付 けを充実

させ る必要か ら 「書写の学習が 自らの生活の中で生かされている」 ことを実感で きるような活

動を授業 に意図的 ・計画的 に組 み入れた。そ こで、 「文字 で伝 える」活 動のひ とつ と して、小

学校 で は 「展覧会のテーマを書 く」、中学校で は 「はが きを書 く」 ことを試みた。そ の際、個

別指 導の時間 を増や し、一人一人の課題 に対す る支援ができるよ うTr授 業を工夫 した。

評価 については児童 ・生徒が 自分たちで評価する機会 を設けた。そ の際、評価 カー ドを用 い、

相互 評価 ・自己評価 の工夫を した。 また、児童 ・生徒 の興味 ・関心 を引き出 し、学習活動 を援

助でき るように、評価規準 ・評価基準 の設定の研究を試みた。
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川 研究の内容

1第1分 科会(音 声言語班)

(1)ね らい

今年度か ら新学習指導要領 による新教育課程 が編成 され 全面実施 とな り、国語科 では

指 導内容が二領 域一事 項 「表現 」 「理解」 「言語事項 」か ら三領域一事項 「話す こと ・

聞 くこと」 「書 くこと」 「読む こと」 「言語事 項」 に変更 された 。話す ・聞 く能力の重要

性が強調 され 、改訂の 中核 に 「伝え合 う力」 の育成が位置付 け られた。

日常の国語 の授業 において、話す ・聞 く ・書 く ・読む とい う基礎的 、基本的な言語の

力 をバ ランスよ く身に付 けさせた上で、「伝 え合 う」場面 をできるだ け多 く設定 した い。

それ によって得た力が 自 ら学 び、 自ら考 える力の土台 とな り、 「生きて働 く力」 につな

が ってい くと考 える。

また、 「生きる力」の育成 を図るために昨 今よ く取 り組 まれ ている課題解決学習や問

題解決学習な どにおいて も、 自分でテーマ を設定 し、調査 し、ま とめ、発表 してい く過

程 の中で最 も必要 とされ る思考 力は言語能 力に負 うところが多い。また、それ までの読

書量 も影響 して くる。テーマ に迫るための調査 を進めて いく際には、資料 を読 み解 き、

要点 を把握す る能力 も要求 されて くる。 この力が身 に付 いて いない と、単にイ ンター ネ

ッ トや書物で調べて プ リン トアウ トした資料 の切 り張 りに終始 する ことが少な くない。

現 にそ ういった学び を疑問視す る中学生か らの投書 も新聞 に掲載 された。 したがって、

まず調査 した資料か ら必要な情報 を取 り出 し、 自分の考 えを深め論理的 にまとめる こと

が大切であ る。 これ には国語 の授業 においてテーマ に沿 って考 える学習が必 要である。

そ こで 「文字で伝 えること」 というテーマの資料 を基盤 にした、発表形式の授 業を展開

す る こと した。

調べ た ことか ら自分 の考 えを論理的 にま とめる ことができた ら次はそれ を発信 し意見

交流する ことか ら、 「伝 え合 う力」 を育成 した い。話す側 は発音、声の大 きさ、速 さに

注意 し、聞 く側 も調査 内容 と考察、意見を区別 しなが ら聞 くようにす る。その際、 自己

(相互)評 価表 を用 いれ ばよ り確実 に発表 内容を受 け取る ことができ る。 グループ内で

の発表 の後、 よ り質 の高 い話 し合いができ るよ うにす る。今 回同じテーマの資料 を基盤

においた調査 ・発表 の形 を とったため予備知識 も興 味 もない分野の発表 を聞 くよ りは、

生徒たちは、問題意 識 をもって聞 くことがで き話 し合い も深 まるのではな いか と考えた。

話 し合いの内容 も聞き取 った要点 を自分の考 え と比較 した り、参考 にな った点を述べた

り、質問を し合 う ことも可能で あろ う。

以上のよ うに、調べた資料 を根拠 に して、論理的 な構成 を各 自が工夫 し自分の考 えを

まとめ、そ の発表や意見交流 を通 して 「伝 え合 う力」を育成す ることを最終的なね らい

とした。そ して、 このよ うな取 り組みの積み重ねが 、国語に必 要な 「伝え合 う力」の育

成 だけで な く、「総 合的な学習 の時間」や他教科 にお ける調べ学習や発表 に も生かせ る

と考 えた。

本研究 を通 して 「調査」・「ま とめ」・「発表 」・「意 見交流」 の方法を確実 に身に付け

させ 、 自己(相 互)評 価や教 師の評価 を生か して、個 々の生きて働 く言葉の力 を伸ば し

ていきたいと考 えて いる。
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(2)指 導 の実際

① 【研究 主題 との関連】

副主題

「調べ た ことか ら自分 の考 え をま とめ 、発表 し合 う活 動を通 し、伝え合 う力を高め る指 導

と評価 の工夫 」

生徒 の様子 を観察 してみ る と、友 人 との会話を楽 しみ、Eメ ール等 で 自分 の思 い を伝 え

る ことは頻 繁 に行 って いるが、筋道 を立てて正確 に伝え る経 験が少 ない。

第1分 科会 では調べ た ことを もとに して発表 活動 を行 い、お互 いの考 えを伝 え合 う こと

で 、研究 主題 に迫 ろ うと考 え た。論理 的な構成 を工夫 して 、意 見 とそ の根拠 とを結 び付 け

て 自分 の考 え を ま とめ る こ と ・発 表 内 容 を説 得 力 の あ る表 現 方 法 にす るた め の 話 し合

い は、書 く力 と話す ・聞 く力の双方 の育成 につなが る。

また 、発表 メモ 、 自己(相 互)評 価表 、聞き取 り要 点カー ドを工夫す る とい うことは 、

伝 え合 う力を高め る とともに、具体 的な資料によ って客 観 的に評価で きる指 導 と考 え る 、

② 【単元 名】

「調べた ことを発表す る方 法 を学ぶ」

③ 【使 用教材】

「テー マに沿 って考 えよ う一 集 めた材料 を もとに、意見文 を書 く」

生徒 の調べ た新聞、雑誌 等の 資料 を使用す る。

④ 【指導 の手立 て】

ア 調べた資 料 をも とに、論理 的な構成 を工夫 して 自分 の考 え をま とめる。

「文字 で伝 える こと」 というテーマ に沿 って 自分で 資料 を調べ 、必要 な情報 を取 り

出す。情 報 をも とに論理 的な構 成を工夫 しなが ら、意 見 とその根拠 とを的確 に結び付

けて 自分 の考 えをま とめ る。

これ らの活動 か ら、論 理的表 現力が育成 され 、それ が伝え合 う力の基礎 を培 うと考

えた。

イ グル ープ発表会 を行 い、発 表 で工夫 した点 を話 し合 い、お互 いの発表 を説得 力のあ る

表現 にす るため に意見 を出 し合 う。

グルー プ発表会 で互 いの考 えを発表 し合 い、発 表 に対 し工夫 した点 につ いて相互 に

意見 を述 べ合 う。お互 いの発表 を説得 力のあ る表現 にす る方法 をカー ドに書 き意見 を

出 し合 う。

これ らの活動 は 目的に沿 って効果的 に伝 え合 う力 を高め ると考えた。

ウ クラス発 表会 を行 い、要点 を聞 き取 り、工夫 した点 を発 表 し合 う。

発表 内容 を直 し、 クラス発表会 を行 う。そ の際 、発表 内容 を聞き取 る カー ドに意味

段落 ごとの要点 をキー ワー ドで書 き込 み、発表 に対 し工夫 して いる点 を書 き、発表す

る。

これ らの活動は、伝 え合 うこ との大切 さを知 り、発表 す る力を高めて い くと考 えた。

⑤ 【単元 目標】

ア 関心 をもって課題 に取 り組 み、 自分の考え を深 めよ う として いる。

(「関心 ・意欲 ・態度 」)
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イ 意見 とその根拠 とを結び付けて、論理的な構成 を工夫 して話 した り、聞いた りす る こ

とができる。(「 話す こと ・聞 くこと」イ ・ウ)

ウ 発表の要点を聞き取 るとともに相互 の考え を交流 し、聞き手に対し説得力のある表現

方法にす るための話 し合いを行 うことができる。(「 話す こと ・聞 くこと」イ ・エ)

工 音声の働 きや仕組み について関心をもちなが ら、適切な話 し方 と聞き方 を理解 し行 う

ことができる。(「 言語 についての知識 ・理解 ・技能」)

⑥ 【指導計画】(6時 間扱い)

第1時 … 「文字で伝 えること」というテーマ と学習のね らいを知 り、資料を選び、報

告 し合 う。資料か ら必要な情報 を選ぶ。

第2・3時 …文章作成の手順 を知 り、発表内容 の構成を考 える。論理的な構成を工夫 しな

が ら、自分 の考えを原稿用紙 にま とめる。

第4時

第5時

(本時)

第6時

…発表 メモを作成す る。発表の準備 をす る。

…グループで発表する。話 し手の工夫点 を見付 け、発表 し合 う。お互 いの発表

内容 を説得 力のある表現 にする方法について意見を出し合 う。

…自分の発表内容 を見直すaク ラス発表会を行 い、聞き手は要点 聞き取 りカー

ドに書き込む。発表者の工夫点を話 し合い、発表する。

⑦ 【学習活動 と評価 の計画】(6時 間扱 い)

時 学習活動 具体的な評価規準 観点別学習状況の評価の基準 評価方法

A(十 分 満足でき る) B(お おむね満足で きる)

第 ○学習のね らいを理 課題 につ いて関心 を 課題に関心をもち、資 課題に関心 をもち、進 ハ ト

1 解 し、資 料 を選 び 、 もち、進 んで取 り組 料を選択 しながら読み、んで資料を読もうとし

時 報告 し合 う。 も う と して い る 。(関) 活 用 し よ う と して い る 。 て い る 。

○ 「文字で伝える こ 目的 を もって資料 を 目的をもって資料を読 目的をもって資料を読 資料

と」 と い う テ ー マ 読み 、必要な情 報を み、要点を押 さえなが み、発表のために必要

の資料から必要な 選 んで い る 。(話 ア) ら発表 のために必要な な情報を選んでいる。

情報を取 り出す。 情報を選んでいる。

第○文章作成の手順を 情報 を組み立て て、 選んだ情報を効果的に 選んだ情報を組み立て 作成文章

2 理解し、発表内容 論理 の展開 を工夫 し 組み立 てて、論理の展 て、論理の展開を工夫

■ の構成を考える。 て い る 。(書 ウ) 開が明快な文章構成を して いる 。

3 工 夫 して い る。

時 ○論理的な構成を工 論理的な構成を工夫 聞き手が分か りやすい 論理的な構成を工夫 し 作成文章

夫 し なが ら、 自 分 して 、 自分の 考えを 論理的な構成を工夫し ながら、意見 とその根

の考えを原稿用紙 書 いて い る 。(書 工) なが ら、意見 とその根 拠 と を書 いて いる 。

に 記 述す る 。 拠とを説得力のある書

き方 に して い る 。
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笙 ○聞き手を想定 して 自分 の考え を効果 的 自分の考えを効果的に 自分の考 えを効果的 に 発 表 メモ

4 発表 メモ を作成す に述 べ る発表 メモを 述 べ る 発 表 メ モ を 、 適 述 べ る 発 表 メ モ を 、 語

時 る 。 作 成 して い る。(話 イ) 切な語句を使 って作成 句を意識しなが ら作成

して い る。 して い る。

0伝 え合 うことを目 音声の働きや仕組み 音声の働きや仕組みに 音声の働きや仕組みに 観察

的とした発表の準 について関心を持ち、 ついて関心 を持ち、よ ついて関心 を持ち、効

備 をす る。 効果的 に伝 えるため り効果的に伝 えるため 果的に伝えるための準

の準備をしている。 に工夫 して準備を して 備 を して い る 。

(言(1)ア) い る 。

第○発表メモにもとづ 自分 の意見 とそ の根 自分の意見 とその根拠 自分の意見とその根拠 観察

5 いてグループで発 拠 とを結び付 けて 、 とを論理的に結び付け とを結び付けて、発表 作成文章

時 表 す る 。 発表 メモ をもとに話 て 、 発 表 メ モ を も と に メモをもとに聞き手 を

して い る 。(話 イ) 聞き手に分か りやす く 意識 して話している。

本 話 して い る。

○ 自己(相 互)評 価 自分の考え と比 較 し 自分の考え と比較 しな 自分の考えと比較しな 自己

表に記入 し、話 し なが ら、発表 におけ が ら、発表 における工 が ら、発表における工 (相互)

時 手の工夫点をグル る工夫点 を相互 に交 夫点を複数の観点から 夫点 を見付け、相互に 評価表

一プで発表 し合
流 して いる 。(話 工) 見付け、自分の考えを 交 流 して い る。

う 。 深 め て い る 。

○お互 いの発表 をよ 話 し合 いを通 し、説 話 し合い活動に積極的 話し合い活動を通 して、かド又は

りよくす る方法に 得 力の ある表現 方法 に参加 し、説得力のあ 説得力のある表現方法 ホ。スF4ッ ト

ついて意見を出 し を見付けている。 る表現方法を複数見付 を見付けている。

合 う。 (話 工) け て い る 。

第○自分の発表内容を 説得 力のある表現 に 聞き手の指摘を参考に、聞き手の指摘を参考 に、作成文章

6 見 直 す 。 す るた め に発表内容 説得力のある表現 にす 説得 力のある表現にす

時 を 見 直 して い る 。 るために発表内容 を見 るために発表内容を見

(話 ウ) 直し、目的に応 じた言 直 して い る0

葉 遣 い に して い る 。

○ クラス発表会を行 聞 き取 った内容 を意 聞き取った内容を意味 聞き取った内容 を意味 聞き取 り

い 、 聞 き 取 っ た 内 味段落 ごとにキー ワ 段落 ごとに正確にキー 段落ごとにキー ワー ド 要点かド

容を要点カー ドに 一 ドで取 り出 して い
ワ ー ドで 取 り出 し 、 記 で 取 り出 して い る 。

書き込む。 る。(話 イ) 述 して い る 。

○自己(相 互)評 価 発 表者の 工夫点 を見 発表者の工夫点を複数 発表者の工夫点 を見つ 自己

表 に記入 し、発表 付 け 、評 価 して い る 。 見付け、適切に評価 し け、 評 価 して い る 。 (相互)

者の工夫点を話し (話 工) て い る。 評価表

合 い 、発 表 す る 。
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⑧ 【単元 の評価】

ア 関心 をもって課題に取 り組み、自分の考えを深めよ うとしている。

(「関心 ・意欲 ・態度」)

B:関 心 をもって課題 に取 り組み、自分の考えを深めようという意識をもって発表会

や話 し合いな どに参加 している。

A:関 心 をもって課題 に取 り組み、自分の考えを深め るために積極的に発表会や話し

合 いなどに参加 して いる。

イ 意見 とその根拠 とを結び付けて、論理的な構成を工夫 して話 した り、聞いたりしてい

る。(「 話す こと ・聞くこと」イ ・ウ)

B=意 見 とその根拠 とを結び付 けて、論理的な構成 を工夫 して話 した り、聞いた りし

ている。

A:意 見 とその根拠 とを的確に結び付けて、論理的な構成を工夫 して聞き手に分か り

やす く話 した り、聞いた りしている。

ウ 発表の要点を聞き取る とともに相互の考 えを交流 し、 聞き手 に対 し説得力のある表現

方法にするための話 し合いを行 っている。(「 話す こと ・聞 くこと」イ ・エ)

B:発 表 の要点 を聞き取るとともに、相互の考 えを交流 し、説得力のある発表にする

ための話 し合いを通 し、その観点 を見付けて いる。

A:発 表の要点 を正確 に聞き取るとともに、相互の考 えを交流 し、説得力のある発表

にするための話 し合いを通 し、その観点 を複数見付 けている。

工 音声の働きや仕組みについて関心 をもちなが ら、適切な話 し方 と聞き方を理解 し行 っ

ている。(「 言語 についての知識 ・理解 ・技能」)

B:音 声の働きや仕組みについて関心をもちなが ら、適切な話 し方 と聞き方を理解 し

行 っている。

A:音 声の働きや仕組み について関心をもちなが ら、適切な話 し方 と聞き方を理解 し

発表の時 に積極的に行って いる。

【第5時 指 導 案 】

ア.目 標

① 論理の構成を工夫 しなが ら、調べた ことをグループで発表 し合うことができる。

② お互いの発表 に対 し工夫 した点 にっいて意見を相互 に述べ合い、発表内容 を説得力の

ある表現方法 にする話 し合いを行 うことができる。

イ.展 開

学習活動 指導上の留意点 評価規準 ・評価方法

導

1本 時のめあて を確

認する。

1グ ループ発表会 を通 し、説

得力のある話 し方があるこ

とに気付かせる。
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2グ ループ発表会の 2グ ループ発表会の手順 を

入 手順 を確認する。 確 認 させ る 。

3グ ループで発表 メ 3グ ループ発表の一人当た り 【観察 ・作成文章】

モ に も とつ いて 、 の時間は三分程度 とする。 ○自分の意見とその根拠 とを結び付

順番に発表し合 発表方法(① 声量②話す速 けて、発表 メモを もとに話 して い

う 。 度③間の取 り方)・ 内容(④ る。(話 イ)

構成の工夫⑤意見とその根 A:自 分 の意見 とそ のB:自 分の意 見 とその

拠)の 五項 目につ いて 、二 の根拠とを論理的 根拠とを結び付け

展 段 階(A・B)で 相 互 に評 に結び 付けて、発 て、発表 メモ を も

価 させ る。 表 メモ をも とに聞 とに 聞き手 を意 識

き手 に分か りやす して話 して いる。

く話 して い る 。

4自 己(相 互)評 価 4発 表者の工夫 している点 に 【自己(相 互)評 価表】

開 表の項 目にもとづ ついて を自己(相 互)評 価 ○ 自分 の考 えと比較 しなが ら、発表

いて、発表に対 し 表 に書 き込 ませる。 にお ける工夫点 を相互 に交流 して

てお互いに評価す いる。(話 工)

る 。 A:自 分 の考 え と比較B:自 分 の考 え と比較

5グ ルー プ内で発表 5五 つの評価項 目に沿って自 しなが ら.発 表に しなが ら、発表 に

者の工夫点につい 分の考 えと比較 しなが ら、 おける工夫点を複 おける工夫点を見

てお互 いに意見を 話 し手が工夫 した点にっい 数 の観点か ら見付 付 け、相互 に交 流

述 べ 合 う。 て、意見を述べ合 う活動を け、自分の考え を して いる。

行 わせ る。 深 めている。

6お 互いの発表内容 6グ ループ内でお互 いの発表 【カー ド又 はポ ス トイ ッ ト】

を説得力のある表 原稿を読み合い、説得力の ○話 し合 い活動 を通 し、説得 力のあ

現にするための方 ある発表 にす るための方法 る表現方法を見付けて いる。

法につ いて考 え、 を話 し合わせ る。 (話 工)

話 し合 う。 Al話 し合い活動に積B:話 し合 い活 動を通

7よ り効果 的に発表 7グ ループ内で効果的に発表 極 的に参加 し、説 して 、説得力 のあ

するための工夫点 す るための工夫点 を幾つか 得力のある表現方 る表現方法を見付

を書き、意見 を出 の観点か ら見付け、お互 い 法 を複 数見 付けて けて いる。

し 合 う 。 に意見を出 し合いワークシ い る。

一 トに書 き込 む。

ま 8次 時 の 予 告 を す 8発 表内容を直してから、ク

と る 。 ラス発表会を行 うことを伝

め え る 。
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(3)ま とめ

第1分 科会では、 「調べた ことか ら自分の考えをまとめ、発表 し合 う活動を通 し、伝 え合 う

力を高める指導 と評価 の工夫」 という副主題を設定 し、全員が検証授業を行 う中で、単元 を構

想す るための仮説の絞 り込みや、主題 に迫るための指導 と評価の工夫 ・改善 を重ねていった。

ここでは、その過程で得 られた成果 と課題をまとめる。

① 成 果

「伝え合 う力を高める」ため に、一方通行で伝 えるので はな く、相互交流 し合えるよ う、

発表を中心 にした授業 を次 のように工夫 した。

ア 発表形式 の工夫

グループ内発表の形式 にしたことで、お互いの発表者の声も聞 こえやす く、またお互

いの意見 も交流 しやす くな った。 また、お互いに発表 について工夫 した点を話 し合った

結果、自分の発表をよ り説得力のある内容 にした いという意識 も生まれ、活発 に話 し合

う場面をもつ ことができた。

イ 話 し合 い(伝 え合い)の 内容 の工夫

同じテーマ 「文字で伝 えること」で資料 を調べたため、よ り論理的なまとめ方 と効果

的な発表 の仕方 につ いての共通の話題ができ、話 し合い活動もよ り深まった。共通のテ

ーマを基盤に した ことは、話 し合いが深まるという点で成果 が上が った。また、お互 い

の工夫点 を評価 し合 うことで子 どもたちが達成感 を得 られ、さ らに説得 力のある発表 に

していくための話 し合 いをす ることによって、次の 目標 に向かう意欲 も高まった。

ウ 自己(相 互)評 価表の工夫

自己(相 互)評 価表 の項 目を整理 して、短時間で容易 に評価で きるように し、 「論理

的な構成を工夫 しているか ・意見 とその根拠 とを結び付けて話 しているか」 という二点

に重点 を置 いて聞 けるように した。生徒達は重点ポイ ン トを押さえて聞き、的確 に評価

し合っていた。評価基準 をAとBの 二段階に したのも、生徒 にとっては判断 しやすかっ

た。また、グループ発表ではお互いの工夫 した点 を発表 し合 ったことで、発表の工夫の

仕方を理解できた。指導者が評価項 目を説明するよ り、級友の発表か ら自らが気付 いて

学ぶ ことの方が、効果的な学習であった。多 くの人の工夫点 を自分の発表内容 に取 り入

れようとす る意図が感 じられた。

② 今後の課題

ア 音声による言語活動の評価方法 として、教師 による 「授業観察」 としたが、後 に残 ら

ないものをその場で評価するため、評価の客観牲 を保つ上での工夫が必要となる。他の

評価方法 として どんなものが考え られるか、工夫を重ねていきたい。

イ 話し合い活動をさらに深めるため、グループ内で発表内容 を改善 してい く点 につ いて

意見 を出し合 う活動を取 り入れたが、その観点 を見っ け出す ことが難 しかったため、改

善点 を指導者側が いくつか提示す る必要があった。また、発表 を聞きなが ら同時 に評価

表に記入させたが、そ の方法につ いて さらに工夫す る必要があ った。
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2第2分 科会(文 字言語班)

(1)ね らい

和歌集の四季 による部立てや 、俳句の季語 に代表 され るように、 日本人は古 くか ら季節や

そ の移ろ いを敏感 にとらえ、それを表す語 いを豊富 に持 ち得て きた。 日本語の語 いの豊かさ

は、 この季節感 に由来す るところが大きいと言える。 しか し、自然 との接触 が少な い生活の

中で季節感 が薄れ、 また 「1。 研究 主題設定の理由」 でも述べた ように、読書量が減少 して

いる今の生徒の現状 を考えてみ ると、語い力や表現力が不足 して きていることは否 めな い。

そ こで本分科会で は、 これ らの問題 を克服す るために次 のよ うな方策を考えた。

まず、 日本人 にとって身近 で取 り組みやす い四季 を題材 とし、 「季節感を伝 える」 という

テーマを設定 した。 これ は、諸感覚 を十分 に働かせて 「秋 」を体感 し、 自分の感 じた ことを

豊か に表現す ることで、文 章を書 くことへの抵抗 感を少な くしたいと考えたか らであ る。

次 に、ある程度の語いを用 いて 自分が表現 した いもの を伝 えるための適切で効果的な文章

作成の習得 を 目指 して、韻 文ではな く散文 による創作 活動を展開す ることにした。

そ して、ワー クシー トを工夫す ることで、相互評価 の学習活動 を、単なる評価 のや りと り

で終わ らせ るので はな く、 「伝 え合 う」 ことの楽 しさ と意義 を経験 させ、 日常生活の 中で役

立つ国語 力の向上 につなが るよ うに考えた。さ らに、相互評価 による自分の表現方法 との違

いの発見 と、文学作品(宮 澤賢治や夏 目漱石等)で は どのよ うな語いを用いて よ り高度な表

現 を行 って いるかを紹介す ることによ り、自分の課題 を発見 させ、よ り豊かな表現 を考え活

用 していく推敲作業 につな げてい く展開を計画 した。

以上のことか ら、教科書教材か らの発展学習 として、 自分たちが体感 した もの ・創作作品

・参考 資料 ・評価 カー ドを教材 として設定 した。

(2)指 導の実際

① 【研究主題 との関連】

副主題

「創作活動 を通 して豊か な表現 を学び、r伝 え合う力』を高め る指導 と評価 の工夫」

生徒の言語生活、特 に文章表現活動 において、 自分 の考 えや気持ちを的確 に表現 し伝え

合 うことが難 しい状況が多 く見 られる現状 はrI.研 究主題設定の理由」で述べた とお り

で ある。

そ こで第2分 科会で は、散文の創作活動を通 して研究主題 に迫ろ うと考えた。 自分が体

感 した ことを適切な表現 を用 いて相手 に伝 えるためには、語 いの用い方 、語 い力が必要で

あ り、受 け取 る側 にも表現 を読み取る力や 文字表現か ら想像す る力が必要 とな る。 この力

の育成は、 日々の生活 の中で生かされ るものであろ う。

文章を書 くことを苦 手 として いる原 因の一つ に、語 い力 ・表現力の不足が考え られ る。

本来、 日本語は繊細で豊富な語いをもち、中で も比喩 による表現は豊かな イ メー ジの広 が

りを伝えてきた。 これ は、文字表現での相互の意思交流の 中で育まれ鍛 え抜かれてきたも

のである。

一11一



今回、相互評価 を通 して、互 いの文 章のよさや今まで気づかなかった語いや表現の発見

をさせ ることで、 自分の表現方法の改善点 を見つけ、表現 力の向上 を図 りたいと考 えた。

また、先述 した語い表現の手本 として、文学作品の豊かな比喩表現を生徒に提示するこ

とによ り、言語知識 ・語い力のさ らなる充実を目指 し、文字表現力の向上を図 りたいと考

えた。

以上のことを踏 まえて副主題を設定 し、学習活動 として どのよ うに展開 し、それをどう

評価 してい くかを、研究対象に位置づけた。

② 【単元名】

「体感 したことを表現す る方法を学ぶ」

③ 【使用教材】

「枕草子 ・春はあけぼの(初 段)」

生徒の取材 をもとに学習 を深め る。(参 考資料 について は、分科会で収集 ・精選 し

た独 自の資料を用 いる)

④ 【指導の手立て】

ア.屋 外に出て、感 じたことをメモす る。

→諸感覚 を働かせて、季節 を感 じる。

イ.メ モをもとに、感 じた ことを文章化す る(初 稿の作成)。

→材料 をもとに文章 にす る。

ウ.班 単位で互いの作品を読み合 い、 「相互評価カー ド」 を作成する。

→作品の中か ら優れた表現 を見つける。

エ.「 相互評価 カー ド」、「文学作 品の資料」、「友達の作品」 を参考 にして、 自分の作品を

練 り直す。

→優れた表現をとらえ、 自分 の表現 に生かす。

オ.完 成稿を班単位で読み合 い、再度 「相互評価 カー ド」を作成す る。

→初稿と比べてよ りよい ものになっているか、評価す る。

カ.完 成作品を学級単位で鑑賞する。

→お互いの作品を伝え合い、今後の文章表現に生かす。

⑤ 【指導 目標】

ア.意 欲をもって課題に取 り組み、表現力を高める。

【関心 ・意欲 ・態度】

イ.読 み手に共感を与える文章 を書 くため、効果的な表現 を工夫する。

【「書 くこと」ウ ・エ】

ウ.相 手の立場 を尊重す るとともに、相互評価 に基づいて適切な助言 を行 う。

【「読むこと」ウ、 「話す こと」エ】

工.相 互評価や資料をもとに、表現 力向上にっながる推敲作業 を行 い、文章を完成 させる。

【「書 くこと」オ ・カ、 「読むこと」オ、「言語事項」(1)ウ 】
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⑥ 【指導計画】(6時 間扱 い)

第1時 … 教科書教材か らの発展的な学習 としてのテーマ とね らいを知 り、体感 した こ

とをメモの形で記録する。

第2時

第3時

(本時)

第4時

第5時 …

第6時 …

メモをもとに体感 した 「秋」 を班 の中で発表 し合 い、初稿を作成する。

班単位で初稿 を読み合 い、相互評価 を行 う。そ の中か ら印象に残 った表現 を

選 ぶ。

各班 か ら選 ばれた表現 を学級 内で発表する。文学作品に書かれ た 「秋 」の表

現を知 る。 自己推敲 を行 う。

完成稿を作成す る。

班単位 で完成稿 を読み合 い、第3時 以降の学習 を通 して向上 した部分 を確 認

す る。第1時 か ら第6時 までの学習成果 を自己評価する。

(第6時 終了後、完成 稿を教室や廊下に掲示す ることによって、表現の工夫 をよ り多

く確認 し合える場を設定する。)

⑦ 【学習活 動 と評価 の計画 】(6時 間扱 い)

主な学習活動 具体 的な評価規準 観点別学習状況の評価基準 評価

A(十 分 満 足 で きる) B(お おむね満足で き る) 方法

第 ○学習 のね らいを理解す 今 回 の 学 習 目標 を 今回の学習 目標だけ 今 回 の学 習 目標 を 観察

1 る 。 理 解 して い る 。(関) でな く、第2時 以降 大 まか に理 解 して

時 の学習 活動の展 開 も い る 。

理 解 して い る 。

O教 室の外に出で五感を テー マ に沿 った 題 作品 を完成 させ る こ テー マ に沿 った 題 観察

働かせて秋を感 じる。 材 を収集 している。 とを意 識 しなが ら、 材 を、 自分 か ら進

〈関) 自分 か ら進んで 題材 んで収集 して いる。

を収集 しているD

○収集 した題材 をワーク 収集 した題材 を整 収集 した題材を感覚 収集 した題材 を感 ワ ー ク

シ ー ト に ま と め る 。 理 して 記 録 して い 別 に整 理 し、感 じた 覚別 に箇条書きの シ ー ト

【「取 材 メ モ 」 の 作 成 】 る 。(書 ア) ことを添えて 記録 し 形で記録 して いる。

て い る 。

第 ○自分が感 じた 「秋」を 感 じた こ とを 聞 き 感 じた ことを伝 える 闘 き手 を意 識 しな 発言

2 班の中で発表 し合 う。 手 に伝 え よ うと し だ け で な く 、 そ の よ が ら 、 感 じ た こ と 観察

時 て い る 。(話 ア) うに感 じた理 由 も明 を伝 え よ う と して

確 に しなが ら伝 えよ い る 。

う と して い る 。

○ 「取 材 メ モ 」を も と に 、 収 集 した 題材 を生 収集 した題材 の メモ 収集 した 題 材 の メ 原稿

創作活動 を始める。 か して 、文章 を書 を もとに、 自分 が体 モ を も と に 、 第1

【「初 稿 」 の 作 成 】 い て い る 。(書 ウ) 感 したイ メー ジを伝 時で 体 感 した こ と

える 工夫 をしなが ら を思 い出 しな が ら

文章 を書 いている。 文章を書 いている。
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第 ○班単位で初稿の発表を 書 き 手が 感 じた こ 書き手の感覚を尊重 省 き 手が伝 えよ う ワ ー ク

3 す る 。 と を読 み 取 ろ う と しなが ら、書かれ て と して いる こと に シ ー ト

時 し て い る 。(読 ウ) いる ことを読み取 ろ 注 意 しな が ら、内 観察

う と し て い る 。 容 を読み 取 ろ うと

( して い る 。

本 ○班の中で相互評価を行 チ ェ ック項 目と照 チ ェック項 目に基 づ チ ェ ック項 目に照 ワ ー ク

う。 【「評 価 カ ー ド」 の ら し合 わせ て 評価 き なが ら、工夫点 や ら し合 わせ て文章 シ ー ト

時 作成】 を して い る 。(書 力) 視点 の良 さな ど、相 を読 み 、評価 して

手へ の助言 を入 れた い る 。

...

評価 をして いる。

○評価カー ドをもとに班 班 内 の作 品か ら、 評価 カー ドをも とに 評価 カー ドを も と 発言

内で話 し合いをして、 イ)く 一 ジ の 広 が り して、印象 に残 った に して 、印 象 に残 観察

印象に残った表現を選 がある表現 を選び 表現 を学習 のね らい った表現 を選び 出

ぶ 。 出 して い る 。(話 工) に合わせ て選 び出 し し て い る 。

て い る 。

第 ○前時に班内で選んだ表 この 表 現 の ど こが 班 内の話 し合いや互 他 の班 の 人た ちに 原稿

4 現を、学級内で発表す よ いか を根拠 と合 いの評価 に触 れなが 選 ん だ理 由 をわ か

時 る 。 わ せ て 発 言 して い ら、班代表 の表現 の りやす く説 明 しな

るD(話 ウ) よい点や工夫点を適 が ら 、 発 表 し よ う

切に発表 して いる。 と して い る 。

○文学作品に書かれた表 文学作品中の表現 自分たちの表現 との 自分 たち の表現 と ワ ー ク

現 を 味 わ う。 に触 れ 、 表現 の よ 違 いに気づき、表現 の違 い に気 づ き、 シ ー ト

さや工夫点を味わ のよ さや工夫点 を理 表 現 のよ さや 工夫 観察

う こ と が で き る 。 解 して味わ うことが 点 を味わ う こ とが

(読 ア) で き る 。 で き る 。

(言(1)ウ)

○ 「評 価 カ ー ド」 ・他 班 相互評価で指摘 さ これ までの学習 の成 これ まで の学 習の 原稿

の発表 ・「文学作品の れ た部分 を中心 に 果 を生か して、相 互 成 果 を生 か して、

資 料 」 を も と に 、 自 己 推敲 している。 評価で指摘された部 相互評価で指摘 さ

推敲をする。 (書オ) 分以外 にも注意 して れ た部分を中心に

推 敲 し て い る 。 推 敲 して い る 。

第 O前 時までの学習をもと 伝 え た い こ とが よ 文章の構成に工夫が 表 現 しよ うとす る 原稿

5 に 、作 品 を 完 成 させ る 。 り明快 にな る こ と 見 られる と同時 に、 内容 にふ さわ しい

時 【「完成稿」の作成】 を意 識 しな が ら文 表現 しよ うとす る内 と考 え られ る語 句

章 を作成 している。 容 に最 もふ さわ しい を選 んで 文章 を作

(書工) と考 えられ る語 句を 成 して い る 。

選んで文章を作成 し

て い る 。
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第 ○班の中で完成稿を読み 改善 された点 に気 初稿と完成稿を比べ 初稿 と完成稿か ら ワ ー ク

6 合い、お互いの表現を づ き 、気 づ いた こ て改善 された点 に気 改善 された点を読 シー ト

時 読み味わうとともに、 と を相 手 に伝 えて づ き、自分 の表現 と み取 り、気づ いた

各自の向上点を確認す い る 。(読 ウ) の違 いを確認 しなが こと を相 手 に伝 え

る 。 【「評 価 カ ー ド」 の (書 イ ・カ) ら 、 考 え た こ とや 感 て い る 。

作成】 じた ことを相手に伝

え て い る 。

O本 単元の学習活動全体 これ まで の学 習 活 自分の表現 の変化や 自分 の表現の変化 ワ ー ク

の 自己評価 をする。 動の成果を確認 し 向上点を確認すると や向上点を確認 し シ ー ト

な が ら自己評 価 を と も に 、確 認 し た こ な が ら自己評価 を

し て い る 。(書 力) とをこれか らの文 章 行 っ て い る 。

表現 に どの ように役

立て るか を考 えて 自

己評価 をしている。

⑧ 【単元の評価 】

ア.意 欲をもって課題 に取 り組み、表現力を高めようとしている。

B.学 習めね らいや 目標を理解 して課題に取 り組み、 自分の表現力を高めよ うとして

いる。

A.学 習のね らいや 目標 を理解 して積極的 に課題に取 り組み、表現力を高める意欲 を

もって参加 している。

イ.読 み手 に共感を与える文章 を書 くために、効果 的な表現 を工夫 している。

B.読 み手に共感 を与える文章を書 くために、効果的な工夫 しようとしている。

A.読 み手 に共感 を与える文章を書 くために、効果的な表現を工夫 し、その表現 を生

か した文章 を書 いている。

ウ.相 手の立場を尊重す るとともに、相互評価 に基づいて適切な助言 をしようとしている。

B.相 手の立場 を尊重 し、相互評価 に基づいて適切な助言 をしようとしている。

A.相 手の立場 を尊重 し、相互評価 に基づきなが ら、お互 いを高め合えるよ うに考え

て、適切な助言 を積極的に行っている。

エ.相 互評価や資料をもとに、表現 力向上にっながる推敲作業を行い、文章を完成 させてい

る。

B.相 互評価や資料を参考 にして推敲作業 を行い、表現力を高めた文章 を完成 させて

いる。

A.相 互評価や資料を十分 に活用 し、表現力の向上を積極 的に意識 した推敲作業を行

い、文章を完成 させて いる。

【第3時 指 導 案 】

ア.目 標

①書き手が伝えようとして いる ことを正 しく読み取 り、的確な助言を与える。

② 読み取 った内容 を自己の表現活動に生か していく態度 を身に付ける。
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イ.展 開

学習活動 指導上の留意点 評価規準(方 法)

導 1本 時の授業の進め方と 「評価 1相 互評価すること

入 カー ド」 の 記 入 法 に つ い て の が、 自分自身の表

説 明 を 聞 く。 現力向上につなが

る ことを強 調す る 。

1

【観 察 、 「評 価 カ ー ド」 の 提 出 】

2前 時 に作 成 した 「初 稿 」 を 、 2机 間指導を しなが ○書き手が感 じたことを読み取ろうとしている。

班単位で相互評価する。 ら、活動の様子 を A=書 き手 の感覚 を尊重B:書 き手 が伝 え よう と

【「評価 カー ド」 の作 成 】 観察する。誤りを しなが ら、書かれて して いる こ とに注 意

・作 品 を 読 む 。 指摘するだけでな いるこ とを読み取 う しな が ら、内 容 を読

・原 稿 に記 入 す る。 く 、 良 い 点 も探 し うと して いる。 み取 ろうとして いる。

・評 価 項 目 をチ ェ ッ ク 出す よう助言を与

展 し 、評 価 を記 入 す る。 え る 。 【「評 価 カ ー ド」 の 提 出】

(4～5人 ×5分) 0チ ェック項目と照らし合わせて評価をしている。

A:チ ェ ック項 目に基 づB:チ ェ ック項 目に照 ら

きなが ら、工夫点や し合わ せ て文 章 を読

視 点 の 良 さ な ど 、 相,み 、 評価 して い る 。

手への助書 を入れ た

開

3「 評価カー ド」 に書かれた内 3意 見交換を活発な

評価 をしている。

【観 察 】

容 を 、班 の 中で 確 認 す る。 も の に す る た め 、 ○自分が評価 した根拠を説明 している。
・書 か れ た こ と に つ い て 前もって進行役 を A:相 手へ の助言 とな るB:評 価 カー ドを も とに

の 質 問 。 決 め て お く。 よ うに考 えなが ら、 して 、 自分 が考 え た

・書 いた 内 容 へ の 補 足 。 根拠 を明確に説明 し ことを説明 している,

て い る 。

4評 価カー ドをもとに班内で話 4安 易に多数決で決 ○ 班内の作品か ら、イメージの広が りがある

し合いをして、印象に残った め る の で は な く 、 表現 を選び出している。

表現を選ぶ。 意見 を述べあう活 A:評 価 カー ドをもとにB:評 価 カー ドを も とに

動を意識させる。 して 、印象 に残 った して 、印 象 に 残 った

表現 を学 習 のね らい 表現 を選 び 出 して い

に合 わせて選 び出 し る。

て い る 。

5「 評価カー ド」に本時の授業 5次 回以降の学習活

のまとめを記入する。 動につなが るまと

ま めになるよう助言

と

め

6次 回の予告を聞き、学習活動

する。

6班 内で選んだ表現

を理解する。 を 、 次 回 、 発 表 す

ることを確認する。
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(3)ま とめ

第2分 科会 では、『創作活 動を通 して豊かな表現 を学び、『伝 え合 う力』を高める指導 と評価

の工夫』 という副 主題 を設定 し、研究 を進めて きた。 ここでは、数回の検証授業を行いなが ら

改善を重ねてい く中で得 られた成果 と課題について、まとめる。

① 成 果

本単元の計画 にあた り、特 に工夫 した点は以下の四項 目である。

ア.テ ーマ設定の工夫

テーマの設定 を 「季節を伝え ること」 とした。身近なテーマであるため、多 くの生徒が

意欲的に題材収集を行 うことができた。 また、共通テーマを設定 した ことによって、相互

評価 も活発 に行われ、 「伝え合 う」活動を深めることができた。

イ.優 れた表現の提示 の工夫

文学作品の中の優れた表現 に触れさせ ることによ り、その表現が作者独 自の選び抜かれ

た表現であることに気づかせ たいと考えた。その結果、表現 を高めていこうとする意欲 を

喚起する ことがで きた。 これまで文学作品を単に 「難 しいもの」 と感 じていた生徒が、文

学 を身近なもの と認識 し直 したことも成果の 一つであるe

ウ.原 稿用紙 の工夫

相互評価 、自己推敲を行 いやす くするため、独 自の原稿用紙を作成 した。初稿用紙 では、

行間の余 白部分に周囲の評価 を書 き込めるようにした。 しか し、文章を書 く段階では思考

力 ・集中力が途切れて しまう様子 も見 られた。原稿用紙 の形式 につ いては、 さらな る工夫

が必要である。完成稿用紙では、自分の表現の工夫点な どを記入す る欄 を作った。 これに

よ り、伝 えたいことが明確 にな り、相互評価が充実 した もの とな った。

工.相 互評価(「 評価カー ド」)の 工夫

相互評価 を二回行い、さ らに評価項 目を初稿と完成稿で違 うものにした。初稿では、原

稿用紙の使い方な ど形式面での評価 を中心 とし、完成稿では、初稿で印象に残った表現が

心情や風景がイ メージできる表現力のある文章になっているかな ど、内容面での評価 を中

心 とした。相互評価 を二度行 うことで、自分の意見が他者の作品 に反映されたか どうか確

認す ることができた。一方的な伝達ではなく、 「伝 え合 う」活動を展開す るためには、複

数の相互評価の機会 を設ける必要があることを確信 した。

② 今後の課題

ア.評 価 の工夫 については、さ らに検討が必要である。今回は 「授業観察」 を多く取 り入れ

たが、 これ に専念 しすぎると教師の援助 ・助言がおろそかにな りがちである。 したがっ

て、評価 の観点を明確 に示 し、短時間で確実に評価す る方法を工夫する。

イ。今回の研究では、文字言語で 「伝え合 う」 ことを中心 に学習活動を進めてきた。より効

果的な学習 をするため には、文字言語で表現す る指導だけでな く、文字言語か ら読み取

る能力を高めていく指導 の工夫 も必要である0
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3書 写班

(1)ね らい

新 しい学習指導要領は 「伝え合 う力」の必要性 を提 示 している。 「伝え合 う力」とは「話す こと、

聞くこと」であ り、また 「書 いて伝達す る」ことでもある。相 手を意識 して 「文字を正 しく整えて

書 く」という活動 の中で、「伝 える力」を養 うことが 、国語科 書写 の役割 であると考 える。

児童 ・生徒の 「文字に対する意識調査」か らも多 くの児童 ・生徒が 「字 をもっ とうまく書 きたいJ

と思 って いることが分か った。児童 ・生徒が一人一人の文字意識 を高め、豊かな文字感覚 を身 に

付 けるよ う、指導方法、学習方法 につ いて一層の工夫、改善が必要 とされ る。

硬筆 ・毛筆の関連が叫ばれて久 しいが、書写指導 というといまだ 「毛筆」による学習 というイ メ

ージが強 く、学習 した ことが 日常の書写活動 に関連付 けられて いかないのが現状である。児童 ・

生徒 も書写学習 の文字 と日常の文字 は違 うもの と考 えているのではないか。児童 ・生徒が、書写

の学習が 自らの生活の中で生かされ ている ことを実感で きるよ うな活動を授業 に意図的 ・計画

的 に組み入れることで、目指す児童 ・生徒像 に近づ くのではないか とい う仮説を立てた。こうし

た授業を実践す る ことで 日常化 を図る こととした。

評価につ いては、児童 ・生徒の 「自らを知 る力」「判断する力」を育てるため に、児童 ・生徒が 自

分たちで評価す る機会を設 ける。元来の完成作品の評価 に偏 らず 、児童 ・生徒の興味 ・関心を引

き出せ るような評価(援 助)の 方法 を研究 していきたい。

以上の ことか ら本年度 の分科会主題を 「生活に生かす書写 の指導 と評価 の工夫」とし、研究 を

進め ることとした。

(2)指 導の実際

1中学校第 ・学年1

① 【研究主題 との関連】

副主題 「生活 に生かす書写の指導 と評価の工夫」

パ ソコン、携帯電話の普及によって、 メールのや り取 りはするが 、1年 に一度も手紙や は

がきを書かない、また、手紙や はが きを受け取 った ときの喜び を知 らない という生徒 も少な

くない。そのよ うな状況か ら、はが きの書き方 を知 り実際 に書 く活動 を行 うことによって、

はが き という伝達手段 による生活の 中の書を考え、文字で伝 えるということを考えるよい機

会 となる と考えた。

② 【単元名】

生活 の中の書 「はがきを書 く」 生徒のはが きを基に して学習す る。

0

ア

イ

ウ

【指 導の手立て】

基 礎 ・基本を定着 させ るための工夫

・国語の授業で手紙の書き方 を学習 した ことに関連させ 、書写の授業で も 「はがきの書

き方」に取 り組む。

意欲的に取 り組み、達成感を得させ るための 工夫

・T・Tに よ り個別指導の時間や機会を増やす。

・相互評価 を取 り入れ、鑑賞 の時間 を設ける。

生活 に生かすための工夫
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④

O

工

ア

イ

・身近な教材を取 り入れ 、実際 にはがきを出 しe体 験 させる。

・掲示 したはがきを鑑賞 し合 うことによって伝 え合 う意識 を高める。

評価 の工夫

・自己評価 と相互評価 を行 う。

・ポス トイッ トを使用 し、す ぐに評価が見える形にす る。

【指 導 目標 】

書写 で学習 した ことを生活 に生かす。

はがきの書 き方 を理解 し、漢字 と仮名 の調和や、配列 ・配置 に注意 して書 く。

【指 導計画】(2時 間扱 い)

第1時 … 「前略」 「草々」の練習 をする。

はが きの書き方 を理解する。

第2時 … はが きを仕上 げ、鑑賞 し合 う。

(本時)

⑤ 【主な学習活動 と評価 の計画】(2時 間扱 い)

時 主な学習活動 具体的な

評価規準

観点別学習状況の評価の基準 評価

方法A(十 分 満足 で き

る)

B(お おむね 満

足で きる)

第

1

時

○いろ いろな用具 を使

っ て 書 く 。 「前 略 」

「草 々」 の練習 をす

る。

○はが きの書き方を理

解 し、文面を考える。

用具 による印象の違

いを考 え、はが きに

適 した用具 を選ぶ こ

とができる。〈言3)

はがき表書きの基本

(文字の大きさ、配

列 ・配置)を 理解 して

いる。(言3)

理解 しよ うと

し、進んで発

表 して いる。

文字 の大 きさ

のバ ランスが

よ く取れて い

る。

理解 しよ うと

している。

文字の大 きさ

を違えて書い

て いる。

観察

練習用紙

第

2

時

本

時

○はが き にま とめ書 き

し、仕上 げる。

○ は が き を鑑 賞 しあ

い、ポ ス トイ ッ トに

感想 を書いて友達 の

はがきに貼 る。

○学 習カー ドで学習の

まとめをす る。

相手に伝える という

目的を理解 して工夫

して書いて いる。

(言3)

自分の気持ちを理解

して もらえるように

言葉や文字 を意識 し

て書いている。信3)

参考 になる ところを

見つけよ うとして い

る。(関)

目的に十分 に

配慮 して書 い

ている。

進 んでよい点

を見つけ、は

がきの書 き方

に関す る感想

を書 いて いる

学習カー ドに

参考 にな る こ

とを意欲的 に

書いている。

目的 に配慮 し

て書 いて い

る。

はがきの書 き

方 に関す る感

想 を書いて い

る。

学習カー ドに

参考 にな るこ

とを書いて い

る。

はが き

ポス トイ

ッ ト

学習カー

ド

19



【第2時 の指導案】

ア 目標

① 基本を理解 したうえで進んで学習す る。

② 姿勢に気 を付けて書 く。

③ 仕上が った作品を鑑賞 し生活 の中の書 について考える。

イ 展開

学 習 活 動 指導 ・支援 上の留意点 評価規準 ・評価方法

T1 T2

1用 具 を用意す る。 ○ 基本を理解 した ○机問指導により ○学習に必要な教

導 2本 時の流れ を確認 上で相 手に伝 え 用具の確認。 具 を用 意 して い

入 す る。 る書 にな る こ と るか 。(観 察)

を意識 させ る。

3は が きの 書 き方 に ○表書 き、文面の中 ○ 掲 示 し、 説明 す

つ いて前時の復習 身 につ いて 復習 る 。

をす る。 す る 。

4は が きの 文 面 を読 ○練習用紙 を配 り、

み直 す 。 書き方 の説明 を

5は が き の 中の配置 ○書体 はで きるだ す る 。

を考 え る。 け行書 とす る。

展 6練 習 をす る。 ○姿勢について注 ○机 問指導によ り ○姿勢 に気 をつけ

開 意 を喚起す る。 姿勢、用具の持ち て い るか 。

方 を注意する。 (観察)

7実 際 に はが き にま ○言葉や文字 を意 ○はがきを配る。 ○相手 に伝 えると

とめ書 きをする。 識 して 書 く よ う 机間指導によ り い う 目的 を理 解

に促 す 。 まとめ書きが適 して書 いて いる

切 にで き る よ う か 。

助言す る。 (は がき)

8は が き を鑑 賞 しあ ○参考 になるとこ ○ ポ ス トイ ッ トを ○ 自分の気持ち を

う 。 うな ど を見 つ け 配 る。 理 解 して も らえ

るように促す。 ○机間指導によ り る よ うに言 葉 や

感想の書き方 を 文字 を意識 して

助言す る。 書 いて いるか 。

(ポ ス トイ ッ ト)

9授 業を振 り返 り、学 ○授業 を振 り返 ら ○ 学 習 カー ドを配 ○参 考 にな る とこ

ま 習カ ー ドに記入 す せ る 。 る 。 ろ を見 つ けよ う

と る 。 ○ 生活の中の書 に ○机問指導 をす る。 と して い るか 。

め つ い て意 識 化 さ (学 習 カ ー ド)

10指 導者か ら次時の せ る 。

予定 を 聞 く。

ウ 評価

① 基本 を理解 した うえで進 んで学習できたか。

② 姿勢に気 をつ けて書 く ことができたか。

③ 自己の文字 を生活 の場 に生かす ことができたか。
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1小学校第3学 年1

① 【研究主題との関連】

副主題 「生活に生かす書写の指導 と評価の工夫」

ひらがなは、私たちの 日常生活の中で最も多 く使用されている文字である。特に既習の

漢字が少ない小学校低学年 ・中学年の児童のひ らがなの使用頻度は非常に高いと言える。

ひ らがなの筆使いの特徴を知 り、漢字 との違いに気をつけて形を整えて書く学習が、 日常

使用す る文字を整えて書 くことにつながると考える。

ひらがなは、第1学 年より硬筆で学習 しているが、児童の実態か ら、繰 り返し指導する

ことの必要性を感 じる。毛筆 を使用することによってひらがなの筆使いの特徴を児童が理

解しやす くな り、正 しい筆使いの習得ができるのではないかと考える。さらに、毛筆の学

習を生か して 「展覧会のテーマ ーみつめよう 耳 をすまして 心でかんじて一」を書き、

学校の玄関 と展覧会会場 に掲示するという活動をすることで 日常化 を図って いくことが

できると考えた。

② 【単元名】 ひ らがなの筆使いを知ろう 『にじ』 毛筆

③ 【指導の手立て】

ア 基礎 ・基本を定着させるための工夫
・用具の準備、片づけと、用具の扱い方になれ る。

・書 く時の姿勢について、常に児童の注意を喚起 し日常生活においても意識化 させる。

・学習カー ドを活用することで、課題 を明確 にし、 自己評価や相互評価に役立てる。

イ 意欲的 に取 り組み、達成感を得させるための工夫
・T・Tに よ り個別指導の時間や機会 を増やす。

・課題 に沿った練習方法で練習する。

○練習用紙による練習……正 しい筆使いの定着を図る。始筆iの角度を知る。

〇二色筆による練習………穂先の通 り道を知る。

○水書用紙 による練習……正しい筆使いの定着 を図る。

○色砂に指で字を書 く練習…筆使いの感 じをつかむ。筆脈を確かめる0

ウ 生活に生かすための工夫
・学んだ ことを他の文字にも広げていく。

・相手や場を考え、ひ らがなの筆使いに注意 して展覧会のテーマを書 く。

工 評価 の工夫

・試書(試 し書き)を し、基準に照 らし合わせ、自分の課題 を見つけさせる。

・試書とまとめ書きを並べて掲示 し、どこが良くなったかが児童にわかるようにする。

・学習カー ドに成果や反省を記入し、自己評価をする0ま た、友達や、グループで相

互批正を し、互いのよさを認め合 う機会 を作る。

④ 【指導 目標】

ア 課題意識を持ち、主体的に取 り組む。(関 心、意欲)

イ ひ らがなの筆使いを知る。(言 語事項)

ウ 書写で学習 したことを生か して、展覧会のテーマを書 く。(関 心、意欲)

【指導計画】(4時 間扱い)

第1時 … 「にじ」の試 し書きをする。ひらがなの筆使いの特徴を知る。

第2時 … 「にじ」の筆使いの練習をし、自分の課題を見つける。

第3時 … 課題に沿った練習をし、 「にじ」のまとめ書きをする。

第4時 … 展覧会のテーマの文字を書く。硬筆で他のひ らがなの練習をする。

(本時)
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⑤ 【主な学習活動と評価の計画】 (4時 間扱い)

主な学習活動 具体的な評価規準i観 点別学習状況の評価基準 評価方法

「A(粉 満足できる) B(お おむね満足できる)

第

1

時

○ 「にじ」の試し書きを

する。

○教科書の文字を見て、

ひらがなの筆使いの

特徴を知る。

説明を聞き、進んで書

くことができる。

ひ らがなの筆使いの

特徴を正 しく理解す

ることができる。

既習事項 を生か し

て、進んで書こうと

している.

自分でほかの文字

と比較 して特徴 を

見つけ、正しく理解

している。

進 ん で 書 こ う と して

いる。

正 し く理解 して いる。

試し書き

観察

観察

発表

第

2

時

○ 「にじ」の筆使いの練

習をする。

O課 題を見つけ、学習カ

ー ドに記録する。

とめ、曲がり、はらい

の筆使いや方向に気

をつけて 「にじ」を書

くことができる。

自分の課題を明確に

することができる。

とめ、曲がり、はら

いの筆使 いや方向

に気をっけ、正しく

書いている。

自分の課題を明確

にし、次の学習への

意欲 につなげてい

る。

とめ 、曲が りは らいの
■

筆使いや方向を意識

して書いている。

自分の課題を見つけ

ている。

練習用紙

学習カー ド

第

3

時

○課題に沿った練習 を

する。

○ 「にじ」のまとめ書き

をする。

○学習カー ドに学習の

成果を記録する。

自分の課題に合った

練習方法を選び練 習

することができる。

ひらがなの筆使いに

気をつけて まとめ書

きをする ことができ

る。

自分の学習活動の成

果を確認することが

できる。

意欲 を持 って 自分

の課題 に合った練

習方法 を選び練習

している。

ひ らがなの筆使 い

に気をつけ、正しく

書いている。

自分の学習活動の

成果を確認し、次の

学 習への意欲 につ

なげている。

自分の課題の練習を

している。

ひらがなの筆使 いに

気をつけ、意識して書

いている。

自分の学習活動の成

果を確認している。

醸

作品

学習カー ド

発表

第

4

時

本

時

0展 覧会のテーマの文

字を練習する。

○まとめ書きをする。

○硬筆で他のひらがな

の練習をする。

今までの学習を生か

して意欲をもって練

習することができる。

今までの学習を生か

し人に伝えるための

文字を書 くことがで

きる。

毛筆の書き方を硬筆

に生か し進んで練習

することができる。

今までの学習 を生

か して意欲 をもっ

て練習している。

今までの学習を生

か し読む 人を意識

し,人 に伝えるため

の文字 を書 いて い

る。

毛筆の書 き方 を硬

筆に生か し進んで

練習している。

今までの学習を生か

し、練習している。

今までの学習を生か

し人に伝えるための

文字を書いている。

毛筆の書き方を硬筆

に生か し練習してい

る。

縣

作品

練習用紙
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【本時の指導案(第4時)】

ア 目標

① ひらがなの筆使いに気をつ けて、展覧会のテーマ 「みつめよう 耳 をすまして

心でかんじて」の文字 を書 く

② 人に伝えるための文字 を練習 し、まとめ書きをする。

イ 展開

学 習 活 動 指導 ・支援上の留意点し、 評価規準

T1 T2 評価方法

1本 時のめあてを確認する。 ○展覧会 のテーマの文字 ○机問指導により、用具の

を書 くこ とを知 らせ る。 確認をする。

導 ○今までの学習を生かし、

読む人を意識しててい

ねいに書くことを確認

す る 。

入 2自 分の書く文字を確認する。 ○ 自分が希望 して割 り当

て られたひ らがな一字

を二人で一緒に練習す

る こ とを知 らせ る。

3展 覧会のテーマの自分の書 O筆 順、姿勢を確認し空書 今 までの学習を生

く文字を練習する。 をす る。 か して 、意 欲 を もっ

展 ・色 砂 の コー ナ ー ○色砂、水書用紙の使い方 て練習する ことが

・水 書用 紙 コー ナー の確認をする。 で き る。(観 察)

・半 紙 に練 習す る。 各 コ ー ナ ー を 回 っ て指

導、 助言 す る 。

4ま とめ る 。 ○めあてに沿 ってまとめ ○机間指導をする。 今 までの学習を生

色紙大の大きさに切った画 書きができるよう確認 かし人に伝えるた

用紙に毛筆でまとめ書きを をす る。 めの文字 を書くこ

開 す る。 ○机間指導をする。 とが で きる 。

(作品)

黒板に、まとめ書きを掲示す ○掲示を指導する。 ○掲示を指導する。

る 。

5学 習カー ドに自分の学習の ○学習カー ドに評価を記 自分の学習活動の

評価を記入する。 入するよう指示する。 成果を確認するこ

ま とが で きる。

同じ文字を練習した友達と ○課題を意識して評価が ○課題を意識して評価が (学習 カー ド)

相互評価をし記入する。 できるように支援する。 できるよう支援する。

と (主に窓側の児童) (主に廊下側の児童)

6硬 筆で他のひ らがなの練習 ○練習用紙に練習するよ ○机間指導する。 毛筆の書き方を硬

め をす る。 う指 示 す る。 筆 に生か し進んで

本時のまとめをする。 練習する ことがで

き る 。

(練習用紙)
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IV研 究のまとめと今後の課題

(1)研 究 のまとめ

本年度は 「伝え合 う力を高め る指導 と評価 の工夫」 を研究主題 として研究 を推進 してきた。

人 と人 の相互 理解 の大切さ は、国際化 ・情報化 といった社会 の変化 に伴い、重要性が高まって

いる。未来 を生きる生徒たち にも 「伝え合 う力」の育成が切 に望 まれ ているのである。

「伝 え合 う力」 とは、人 と人 との関係 の中でお互いの立場や考 え を尊重 しなが ら、言葉 によ

って伝 え合 う力の ことで ある。それ ゆえ 「伝え合 う力」を高 め るため には音声言語能力の育成

と共 に文字言語能力の育成 も望 まれ てい る。今 回は 「音声言語 班 ・文字言語班 ・書写班」 に分

かれて 、領域の重点化 を図 り、主題 に迫 る指導方法を工夫 した。

また、評価 に関 しては、 「生徒一人 一人の力 を伸ばす もの ・次 の学習 に生かす もの」 という

共 通理解 をもって臨んだ。 具体 的な到達 目標 を設定 し、授業一時間 の 目的 を明確化 した。 さ ら

に、相互評価表や ワー クシー トを効 果的 に用 いる ことで、 自己評価 し、次 の 目標 に向けた取 り

組 み を生徒 自身で考 え られ るよ う工 夫 した。

「話す こと ・聞く こと」の領域 にお いて は、目的や方向 にそ って効果 的に話 した り、相手 の

意 図を理解 しなが ら聞いた りす る能 力の育成 を重視 して いる。それ は 「話 し手」 「聞き手」 と

して の能 力を育成す ることであ り、そ のために、具体 的に発表 を通 して相互交流す ることで 、

互 いのよい所 を伸ばす よう授業 を展 開 した。その結果着実 に 自分 の表 現力が伸 びて いる という

充 実感 をもつ ことがで き、次への 目標へ とつながる ものにな った。

「書 くこと」の領域 にお いて 、相互 評価 を取 り入れた ことは書き手である生徒 の相手意識 ・

目的意識 を高め、表現 や言葉 の用 い方 を工夫する手だて とした。また、友人の作 品をよ りよ く

す るため にお互いに意見 を出 し合 う ことは、ほとん どの生徒 にとって初めての学習であったが 、

感 じた ことを相手 に伝えるた めの適 切な表現 につ いて改めて考 え る有効 な方法 となった。書 く

こと、伝 えることへの意識の高 ま り、作文 を楽 しむ生徒の様子 が うかがえた。

書写 の学習 にお いては、研究 にあた り 「文字に対す る意識調査」 を実施 した。そ こでの 「字

をもっ とうま く書 きた い」 とい う意欲 を動機 にし、意図的 ・計画的 に日常生活に生かす書 写学

習 を重ね ることで文字意識 が高ま った。小 ・中合同で研究 を推 進 し、T]「授業 の工夫、評価 に

関す る検 討を した ことは、効果 的だ った といえる0自 分の書 いた文字が 人に何かを伝え る役割

をす ると意識 し、喜びを感 じて学ぶ ことは学習の深 ま り、広 が りとな った。

(2)今 後の課題

音 声 、文章、文字 で伝え合 うことを研究 してきたが、今後 さ らにそれ らの言語能 力を高め、

生き る力 につなが るよう研究 を深めて いくことが課題で ある。

ア 評価 の工夫

適正な評価規準 を定め、教師が適 切に評価 してい く方法 にっいては、今後 さらに深 める

必 要があるが 、生徒 自身の 自己 ・相互評価の力につ いて も高めて いく必要がある。

イ 指導の工夫

生徒の実態 に即 した教材 開発 、 これか らの授業の形態 としてT・T、 少人数指導 の授業

を工夫する。
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